
 洞口議員の「図書館整備について」のうち、「これからの伊達市

における、図書館の必要性と役割について」のご質問からお答えい

たします。これからの図書館は、本を読むことや調べるだけの場所

に留まることなく、乳幼児の子育て支援、児童生徒の放課後の居場

所づくりをはじめ、幼児から高齢者までの様々な世代に応じた 

読書活動の推進や知的好奇心を満たすとともに、多様な人々にとっ

ての交流の場や出会いを生み出す役割を担っていると認識しており

ます。 

 

 次に、「伊達市立図書館の現状と課題について」でありますが、 

昭和５５年に開館して以来、蔵書数を拡大するとともに、多くの方

に利用いただけるよう ⾏事・事業等を拡大するほか、読書活動を

推進するために 児童関連施設や学校、各種ボランティア等の様々

な関係機関との協力・連携のもと事業を進めております。 

 現在、開館から４３年が経ち、施設の老朽化はもとより、開館当

時に図書館に求められていた機能は変化しており、交流の場として

の役割やデジタル化の推進などの課題を抱えております。 

 

 次に、「図書館整備の基本コンセプトについて」でありますが、

子どもたちが集いやすい環境の充実を図り、幼児から高齢者まで多

世代が集い 賑わいのある施設を目指します。 

 また、学びのスペースの設置、飲食物の持込みを可能とするスペ

ースの拡充など、開放的で利用しやすい空間を基本とし、来の図書

館へのニーズが変化した場合にも、柔軟に対応できるようにして参

ります。 



 次に、「施設規模の考え方について」でありますが、 コロナ禍

や 世界情勢等の影響による 建設費用の大幅な増が見込まれること、

計画凍結時より数年を経過し、必要とされる施設像も変化している

ことなどから、新図書館と現図書館の後利用を踏まえ、両施設を一

体的に運用できるレイアウトを目指します。 

 

 次に、「図書館整備における立地の考え方について」 

でありますが、当初、施設の視認性向上やドライブスルーを活用し

た返却等、利便性を高めようと考え、「北側駐車場敷地の一部」に

新図書館を建設し、現図書館施設と連絡通路でつなげる案を考えて

いましたが、連絡通路で遊歩道が遮断され 動線が断たれてしまう

ことや、駐車場が狭くなることが懸念されたため、「現図書館の東

側敷地」についても検討することとし、建設する際に支障となる可

能性がある 電子基準点についても、国土地理院に 離隔距離の確認

を行い、電子基準点を避けての 建設が可能であると判断いたしま

した。 

また、図書館整備検討委員会において、「北側駐車場案」と

「東側敷地案」の２案を示し意見を伺ったところ、駐車場台数の確

保、子どもへの安全性、公園内の複合遊具や現図書館の 後利用施

設との一体的な運用などから「現図書館の東側敷地」が望ましいと

の意見をいただいており、市といたしましては、「現図書館の東側

敷地」に建設する方向で考えております。 

 

 次に、「開館準備 及び 管理運営の考え方について」 

でありますが、開館準備については、順次、準備に取りかかって参



ります。 

引越し期間は、令和８年４月から６月までの３ヶ月程度を 

予定しており、その期間は図書館を閉館としますが、可能な範囲で

の市民サービスは継続したいと考えております。また、管理運営に

ついては、今のところ指定管理制度等による民間委託を導入する考

えはなく、当面は市直営が望ましいと考えております。 

 

次に、「基本計画、実施計画についての考えについて」であり

ますが、図書館 整備 検討 委員会からの提言を基に、図書館 整備 

基本構想を策定いたしますが、基本計画については、基本構想の中

に含んでいるものと認識しており、基本構想を基に 基本設計業務

を行い、次に 実施設計業務を進めて参ります。 


